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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第１四半期
累計期間

第23期
第１四半期
累計期間

第22期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 410,317 707,2882,402,055

経常利益又は経常損失（△）（千円） △186,275 28,770△178,105

四半期純利益又は四半期（当期）純損

失（△）（千円）
△193,273 25,425△293,150

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） 1,182,6041,182,6041,182,604

発行済株式総数（株） 156,800 156,800 156,800

純資産額（千円） 1,212,6201,120,1331,106,935

総資産額（千円） 2,588,6772,865,4292,761,319

１株当たり四半期純利益金額又は１株

当たり四半期（当期）純損失金額

（△）（円）

△1,256.66 165.32△1,906.05

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 46.4 39.1 39.7

（注）１．当社は連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には消費税等は含んでおりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、第22期第１四半期累計期間及び第22期は、

１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。また、第23期第１四半期累計期間について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更が

あった事項は次のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

当社は、前事業年度において東日本大震災等の影響により、重要な営業損失、経常損失及び当期純損失を計上してい

ることから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象が存在しておりました。

当社は、当該状況を解消すべく、営業力の強化並びにコスト削減として役員報酬の減額をはじめ、従業員の稼働率向

上による人件費の抑制、一般管理費の圧縮等に取り組みました。その結果、当四半期会計期間において、営業利益33百

万円、経常利益28百万円、四半期純利益25百万円を計上いたしました。

また、平成24年３月期通期業績予想についても、営業利益50百万円、経常利益50百万円、当期純利益50百万円を見込

んでおります。

以上により、当社は、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象は解消されたと判断しておりま

す。

なお、当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、３月11日に発生した東日本大震災により大きな打撃を被るもの

の、サプライチェーンの急速な復旧より日本経済は回復基調にありますが、政局の混迷や電力供給不足など懸念

すべき問題も多く、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

このような経営環境の中、当社は、前事業年度までの新３ヵ年中期経営計画で確立した事業体制の下、更なる営

業活動の強化と新規商品の開発に取り組むと共に、当事業年度の重点ターゲット分野である「テレコム」「ファ

イナンス」「エンタープライズ」の３分野に注力することで、事業基盤の強化ならびに事業の拡大に努めてまい

りました。

当第１四半期累計期間の事業部門別の概要は以下の通りであります。

（通信事業者／サービスプロバイダ部門）

当部門におきましては、スマートフォンに代表される新しい通信サービスの普及に伴い、各通信事業者では、高

速かつ繋がりやすい通信サービスの提供が課題となっています。当部門ではこれらの課題解決に、QoE（お客様体

感品質）向上ソリューションの提案活動に努めてまいりました。これにより、当事業年度にずれ込んだ国内移動

体通信事業者の大型プロジェクト案件（公衆無線LANサービス）では、サービス利用者向けのIPアドレス管理な

らびにシステム構築の支援を受注いたしました。また、次世代移動体通信サービス（海外通信事業者：フェムト

セル、国内移動体通信事業者：WiMAX）向けの継続案件や、電力系インターネット接続事業者向けのユーザー自動

診断ツール開発案件など、当社が得意とする顧客認証システムやカスタマイズド・ネットワーク・サービスの案

件は引き続き堅調に推移いたしました。その結果、売上高は256百万円（前年同期35百万円、前年同期比613.9％

増）となりました。

（エンタープライズ部門）

当部門における外資系金融業界に向けた営業活動では、前期に引き続き、証券取引所の次世代株式売買システ

ムにおける高速かつ緻密なアルゴリズムトレーディングのモニタリングソリューションの提案活動に注力いた

しました。これにより、外資系証券会社からの証券取引モニタリングの追加案件を受注いたしました。

また、当部門における大手製造業を中心とした当社の主要顧客に向けた営業活動では、このたびの震災に伴い、

ITインフラを活用した災害時の事業継続計画などの提案活動に注力いたしました。これにより、大手製造業では、

事業所間の情報伝達手段としてビデオ会議システムが採用されました。なお、前期より継続的に取り組んできた、

官公庁向けネットワークモニタリング案件のアプリケーションパフォーマンス管理商品の受注や、震災の影響に

より前期から当事業年度にずれ込んだ案件の受注、納品、検収が順調に進んだことで、当部門の売上高は堅調に推

移いたしました。その結果、売上高は175百万円（前年同期120百万円、前年同期比45.0％増）となりました。
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（保守サービス部門）

当部門におきましては、エンタープライズ部門の売上高が回復基調にあることから、新規保守契約が増加した

ことで、当部門の売上高は増加いたしました。また、当部門での継続的な取り組みである、保守業務の内製化によ

る業務委託費の削減や、既存顧客の保守契約更新率の向上により、高収益体質の確立に努めております。その結

果、売上高は275百万円（前年同期253百万円、前年同期比8.7％増）となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の売上高は707百万円（前年同期410百万円、前年同期比72.4％増）となり

ました。

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

（３）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 216,960

計 216,960

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）

（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 156,800 156,800

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

当社は、単元株制

度は採用してお

りません。

計 156,800 156,800 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日
－ 156,800 － 1,182,604 － －

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　3,000 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式　153,800 153,800 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 156,800 ― ―

総株主の議決権 ― 153,800 ―

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名また
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社テリロジー
東京都千代田区九段

北一丁目13番５号
3,000 ― 3,000 1.91

計 ― 3,000 ― 3,000 1.91

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,669,012 1,705,831

受取手形及び売掛金 341,768 404,174

商品 81,307 69,710

仕掛品 9,213 5,874

前渡金 245,228 286,675

その他 34,507 27,018

貸倒引当金 △2,140 △2,140

流動資産合計 2,378,896 2,497,143

固定資産

有形固定資産 83,581 90,185

無形固定資産 52,450 46,755

投資その他の資産

その他 350,852 335,807

貸倒引当金 △104,462 △104,462

投資その他の資産合計 246,390 231,345

固定資産合計 382,422 368,285

資産合計 2,761,319 2,865,429

負債の部

流動負債

買掛金 182,024 183,363

短期借入金 886,600 880,400

未払法人税等 5,743 2,555

賞与引当金 23,112 36,070

前受金 439,943 502,844

その他 65,204 82,277

流動負債合計 1,602,627 1,687,510

固定負債

資産除去債務 10,200 10,200

その他 41,555 47,584

固定負債合計 51,755 57,785

負債合計 1,654,383 1,745,295

純資産の部

株主資本

資本金 1,182,604 1,182,604

資本剰余金 630,370 630,370

利益剰余金 △424,518 △399,092

自己株式 △280,637 △280,637

株主資本合計 1,107,818 1,133,244

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,554 △13,111

評価・換算差額等合計 △11,554 △13,111

新株予約権 10,671 －

純資産合計 1,106,935 1,120,133

負債純資産合計 2,761,319 2,865,429
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 410,317 707,288

売上原価 325,829 473,452

売上総利益 84,488 233,835

販売費及び一般管理費 267,832 200,719

営業利益又は営業損失（△） △183,344 33,116

営業外収益

受取利息 162 74

受取配当金 1,790 1,378

その他 469 111

営業外収益合計 2,422 1,564

営業外費用

支払利息 2,933 1,702

為替差損 2,386 4,208

その他 33 0

営業外費用合計 5,353 5,910

経常利益又は経常損失（△） △186,275 28,770

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,553 －

新株予約権戻入益 564 10,671

特別利益合計 2,118 10,671

特別損失

会員権売却損 － 13,115

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,959 －

特別損失合計 6,959 13,115

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △191,116 26,326

法人税、住民税及び事業税 945 945

法人税等調整額 1,211 △43

法人税等合計 2,156 901

四半期純利益又は四半期純損失（△） △193,273 25,425
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【追加情報】

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

当第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 10,930千円 13,106千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当に関する事項

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、情報通信機器販売並びにソフトウェア開発およびネットワーク構築から、納入したネットワークおよ

び付帯機器の保守サービスに至るITソリューション・サービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△1,256円66銭 165円32銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（千円）
△193,273 25,425

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（千円）
△193,273 25,425

普通株式の期中平均株式数（株） 153,800 153,800

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

― ―

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第１四半期累計期間は潜在株式は存在するものの１

株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。また、当第１四半期累計期間は潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月11日

株式会社テリロジー

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　信一　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中山　毅章　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テリロ

ジーの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第23期事業年度の第１四半期会計期間（平成23年４月１日から平成

23年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められ

る監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テリロジーの平成23年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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